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旧
年
中
、
教
区
管
内
の
皆
様
方
に
は
、
地
域
活
動
の
上
に
お
力
添
え
、
お
心
寄
せ
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、
私
た
ち
の
活
動
も
何
か
と
中
止
や
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
昨
今
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
夏
よ
り
徐
々
に
そ
の
規
制
も
緩
和
さ
れ
、
お
ぢ
ば
で
は

月
次
祭
に
お
い
て
一
般
参
拝
者
の
昇
殿
が
可
能
に
な
り
、
婦
人
会
や
青
年
会
の
各
総
会
、
道
の
学
生

た
ち
の
集
い
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
る
親
里
の
情
景
を
御
守
護
い
た
だ
け
た

こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

年
改
ま
り
、
本
年
は
い
よ
い
よ
教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
、
三
年
千
日
の
年
祭
活
動
の
始
ま
り

で
す
。

諭
達
第
四
号
に
は
『
教
祖
年
祭
へ
の
三
年
千
日
は
、
ひ
な
が
た
を
目
標
に
教
え
を
実
践
し
、
た
す

け
一
条
の
歩
み
を
活
発
に
推
し
進
め
る
と
き
で
あ
る
』
と
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
、
こ
れ
が

今
回
の
年
祭
活
動
の
角
目
で
あ
り
ま
す
。

「
水
を
飲
め
ば
水
の
味
が
す
る
」
と
の
お
言
葉
を
は
じ
め
、
ま
ず
は
教
祖
の
ひ
な
が
た
を
頼
り
に
、

親
神
様
の
御
守
護
に
敏
感
な
三
年
千
日
を
通
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
喜
び
心
を
培
い
、

そ
し
て
、
親
の
思
い
に
近
づ
く
日
々
を
通
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

地
域
活
動
を
通
し
て
、
教
祖
年
祭
活
動
に
し
っ
か
り
と
お
応
え
で
き
る
よ
う
に
、
皆
様
方
と
一
緒

に
な
っ
て
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

立
教
一
八
六
年

元
旦

教
区
長

中
西


次

教区・支部
情報ネット→

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

しゅん き たい さい

春季大祭
１月26日 午前11時30分から

教祖がお姿をかくされた

明治20年陰暦1月26日にちなんで

勤められます。



立教１８６年（令和５年） １月２日 滋 賀 第２０２号

- 2 -

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
令
和
４
年
度
第
二
回
地
方
委
員
会
開
催
報
告

12
月
２
日
（
金
）
、
教
務
支
庁
に
て
令
和
４
年
度
第
二
回
地
方
委
員
会
を
開
催
。

地
方
委
員
22
名
（
内
、
委
任
状
提
出
者
10
名
）
の
参
加
を
得
て
、
宮
垣
一
晴
座
長
の

進
行
で
審
議
が
進
め
ら
れ
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
（
案
）
、
特
別
会
計
予

算
（
案
）
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
「
教
区
・
支
部
情
報
ネ
ッ
ト
」
に
教
区
報
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
掲
載
し
ま
す

「
教
区
・
支
部
情
報
ネ
ッ
ト
」
活
用
の
一
環
と
し
て
、
今

月
号
よ
り
教
区
報
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
「
教
区
・
支
部
情
報
ネ
ッ
ト
」
投
稿
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て

布
教
部
で
は
、
立
教
１
８
６
年
の
「
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
」
に
向
け
て

投
稿
率
１
０
０
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

人
口
移
動
が
激
し
く
、
都
会
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
ぼ
く
が

多
く
な
っ
た
時
代
に
、
お
道
の
地
域
活
動
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
す

る
こ
と
は
、
教
友
同
士
た
す
け
あ
い
、
励
ま
し
あ
う
場
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り

ま
す
。
「
教
区
・
支
部
情
報
ネ
ッ
ト
」
は
、
そ
の
た
め
の
情
報
発
信
ツ
ー
ル
で
す
。

各
支
部
の
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
教
祖
百
四
十
年
祭

に
向
か
う
年
祭
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ
（
再
掲
）

・
日

時

１
月
30
日
（
月
）
午
後
２
時

於
・
教
務
支
庁

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
12
月
献
血
実
績
（
11
／
21
～
12
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

６
名

江
南
北

３
名

★
合

計

江

東

２
名

湖

北

１
名

成

分

12
名

西

湖

１
名

４
０
０
㎖

４
名

☆
血
液
セ
ン
タ
ー

江

西

１
名

☆
献
血
バ
ス

湖

北

１
名

西

湖

１
名

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
世
の
中
に
あ
っ
て
、
今
月
も
、
大
勢
の
方
に
ご
協
力
頂
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
う
か
引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

※
今
回
の
献
血
記
念
品
は
、
諸
事
情
に
よ
り
来
月
分
と
共
に
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

ご
了
承
下
さ
い
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
２
月
（
１
月
29
日
）

江
南
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

少
年
会

・
・
大
北
団
長
・
・

▽
「
少
年
会
実
技
研
修
会
」
の
ご
案
内

・
日

時

２
月
27
日
（
月
）

８
時
～
８
時
半
受
付

17
時
頃
解
散

・
会

場

南
左
第
四
棟
（
天
理
大
学
）

・
受
講
費

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

※
ぺ
ー
プ
サ
ー
ト
Ｂ
Ｏ
Ｘ
コ
ー
ス
は
１
５
０
０
円

※

詳
細
は
少
年
会
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
学
生
層
育
成
者
講
習
会
」
の
ご
案
内

・
日

時

２
月
２
日
（
木
）

教
区
役
員
会
終
了
後

道
の
教
職
員
の
集
い

・
・
古
池
代
表
・
・

▽
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
案
内

・
日

時

2
月
5
日
（
日
）

午
後
12
時
45
分
受
付

13
時
～
16
時
15
分

・
会

場

奈
良
教
務
支
庁

・
内

容

若
手
実
践
発
表
（
滋
賀
教
区
は
、
雲
出
寛
幸
先
生
が
発
表
）

斎
藤
仁
先
生
の
講
演

教
区
交
流
な
ど

教区・支部
情報ネット
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浩
治
さ
ん
は
大
阪
府
豊
中
市
の
生
ま

れ
、
信
仰
は
祖
母
に
始
ま
り
三
代
目
。

父
常
夫
さ
ん
が
豊
道
布
教
所
を
開
設
、

熱
心
に
信
仰
の
道
を
歩
ま
れ
る
中
で
天

理
高
校
に
進
学
さ
れ
、
卒
業
後
は
所
属

の
豊
島
岡
分
教
会
で
青
年
勤
め
の
道
を
。

し
か
し
、
大
学
進
学
を
諦
め
き
れ
ず

受
験
す
る
も
失
敗
し
、
さ
ら
に
は
椎
間

板
ヘ
ル
ニ
ア
の
身
上
お
手
入
れ
を
頂
き
、

進
学
を
断
念
し
て
修
養
科
を
志
願
、
検

定
講
習
へ
と
進
み
、
再
び
一
年
半
余
り

を
所
属
教
会
で
青
年
勤
め
を
し
て
、
そ

の
後
は
自
宅
に
戻
り
一
年
半
ほ
ど
布
教

に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
実
家
が
建
築
会
社
を
経
営
さ

れ
て
い
た
所
属
教
会
の
奥
さ
ん
の
紹
介

で
、
そ
の
会
社
に
就
職
、
勉
学
へ
の
探

求
心
を
捨
て
き
れ
ず
、
夜
間
の
建
築
学

校
に
通
い
、
卒
業
。
建
築
会
社
に
約
９

年
間
勤
め
、
そ
の
後
、
自
身
の
経
験
や

技
術
を
活
か
し
て
、
34
才
の
時
に
工
務

店
を
起
業
、
約
20
年
間
経
営
手
腕
を
発

揮
し
た
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
は
順
風
満
帆
に
思
わ
れ
た
が
、

平
成
22
年
11
月
、
母
が
出
直
し
、
続
い

て
24
年
２
月
に
は
父
が
出
直
し
。
更
に

そ
の
12
月
23
日
に
は
最
愛
の
妻
、
早
苗

さ
ん
が
脳
内
出
血
で
倒
れ
、
何
と
か
一

命
を
取
り
留
め
た
も
の
の
、
右
半
身
不

随
と
い
う
重
い
後
遺
症
が
残
り
ま
し
た
。

相
次
ぐ
大
き
な
節
を
見
せ
ら
れ
る
中
、

あ
ら
た
め
て
石
橋
家
の
い
ん
ね
ん
を
悟

り
、
早
苗
さ
ん
が
一
年
間
の
入
院
と
リ

ハ
ビ
リ
を
終
え
た
平
成
26
年
２
月
、
長

年
切
り
盛
り
し
て
き
た
工
務
店
を
廃
業

し
、
極
寒
の
お
ぢ
ば
で
は
あ
っ
た
が
、

夫
婦
と
も
ど
も
車
イ
ス
を
押
し
な
が
ら

修
養
科
を
志
願
さ
れ
ま
し
た
。

修
養
科
修
了
後
の
５
月
か
ら
は
所
属

教
会
の
ひ
の
き
し
ん
に
勤
し
み
、
そ
し

て
８
月
９
日
、
所
属
教
会
長
さ
ん
の
世

話
取
り
に
よ
っ
て
現
在
地
の
土
地
と
建

物
を
購
入
。
神
実
様
と
と
も
に
移
り
住

み
、
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
土
地
で
車
イ

ス
を
押
し
な
が
ら
の
布
教
生
活
が
始
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

言
葉
や
習
慣
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も

あ
り
、
な
か
な
か
に
を
い
も
か
か
ら
ず

勇
め
な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

単
独
布
教
生
活
も
二
年
が
経
っ
た
頃
、

初
め
て
初
老
の
男
性
に
に
を
い
が
掛
か

り
、
こ
れ
を
機
に
徐
々
に
お
話
を
聞
い

て
く
だ
さ
る
家
も
で
き
始
め
た
。
ま
た
、

全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
な
ど
の
支

部
の
行
事
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
も
な

り
、
ま
す
ま
す
勇
み
心
も
湧
い
て
、

「
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
!
」
と
い
う
矢
先

の
こ
と
、
令
和
２
年
の
奇
し
く
も
脳
内

出
血
で
倒
れ
た
同
じ
12
月
23
日
、
早
苗

さ
ん
が
突
然
に
出
直
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
さ
す
が
の
浩
治
さ
ん
も
心
が

折
れ
、
生
活
は
乱
れ
、
何
も
手
に
付
か

ず
、
た
だ
無
気
力
な
日
々
だ
け
が
過
ぎ

去
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
歳
月
は
流
れ
、
「
こ
れ
で

は
い
け
な
い
」
と
気
を
取
り
直
し
、
令

和
３
年
２
月
、
布
教
所
の
名
称
を
豊
道

布
教
所
か
ら
豊
滋
賀
布
教
所
に
改
称
し
、

心
機
一
転
再
び
布
教
に
歩
み
だ
す
こ
と

と
な
っ
た
。
妻
の
在
世
中
の
生
活
費
は

雅
楽
を
教
え
た
御
礼
と
妻
の
障
害
者
年

金
と
で
賄
っ
て
い
た
が
、
今
は
近
く
の

農
業
を
手
伝
い
つ
つ
、
そ
の
収
入
で
何

と
か
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。

近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
よ
り
、
に
を
い
が
け
も
難

し
い
今
日
で
は
あ
る
が
、
浩
治
さ
ん
は

そ
ん
な
こ
と
も
気
に
掛
け
ず
、
た
だ
黙
々

と
戸
別
訪
問
を
続
け
、
毎
月
２
２
０
部

の
「
天
理
時
報
特
別
号
」
を
手
渡
し
で

配
布
し
て
お
ら
れ
、
〇
〇
地
区
、
◎
勝
、

×
負
、
△
留
守
、
と
特
別
号
を
受
け
取
っ

て
も
ら
っ
た
家
と
そ
う
で
は
な
い
家
を

地
区
ご
と
に
印
を
つ
け
た
、
に
を
い
が

け
手
帳
が
数
冊
に
も
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。
現
在
も
定
期
的
に
受
け
取
っ
て

く
れ
る
数
は
40
軒
ほ
ど
。
そ
し
て
肝
に

銘
じ
て
い
る
の
は
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
は
絶

対
に
し
な
い
。
最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
て
の
お
道
の
情
報
発
信
を
行
う
ほ

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
も
応
じ
て
い

ま
す
。

「
諭
達
第
四
号
」
が
発
布
さ
れ
、
い

よ
い
よ
年
祭
活
動
が
始
ま
る
時
旬
、
初

心
に
戻
っ
て
、
妻
と
の
悲
願
で
あ
っ
た

初
席
者
の
ご
守
護
を
頂
戴
す
べ
く
、
日
々

十
二
下
り
の
て
を
ど
り
を
朝
夕
二
回
勤

め
る
心
を
定
め
、
御
存
命
の
教
祖
に
少

し
で
も
お
喜
び
い
た
だ
け
る
よ
う
、
勇

ん
で
に
を
い
が
け
・
お
た
す
け
に
走
り

回
る
浩
治
さ
ん
で
し
た
。

輝
く
よ
う
ぼ
く
№1

石
橋
浩
治
さ
ん
（
65
歳
）

い

し

ば

し

こ

う

じ

湖
北
支
部
・
西
成
部
属

豊
島
岡
分
教
会
所
属

今
月
は
、
滋
賀
教
区
管
内
で
、
よ
う
ぼ
く
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
方
を
『
輝
く

よ
う
ぼ
く
』
と
題
し
て
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
米
原
市
能
登
瀬
に
お
住
い
の

石
橋
浩
治
さ
ん
で
す
。

⿊壁スクエア前で路傍講演をする
石橋夫妻（中央の２人）
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１月 行事予定

／27 教区長会議（教庁）11:00
／29 庁舎清掃ひのきしん 9:30 江南支部

わかぎの集い（中野大教会）10:00
／30 布教部例会 14:00

広報委員会 16:00
◇ 閉庁日 14日 23日 25日 26日
◇ 閉庁時間 午後４時 （３月末日まで）

（ 連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

1２月 教区日誌

／02 主事会、役員会、婦人会例会
第二回地方委員会

／04 道の教職員の集い幹事会オンライン会議
19:00

／09 啓発委員会 10:00
女子青年例会 10:00～15:00

12 里親会役員会 16:00
／18 教会探訪ルポ取材 野洲川分教会
／25 教区長会議（38母屋）15:00

訃 報

・西邑 登美子氏［湖東 湖北］
にしむら

９７歳 湖大龍分教会 前会長
１２月２０日 出直されました

・田代 唯一氏［水口 江南北］
ただかず

９１歳 古城分教会 前会長
こじょう

１２月２１日 出直されました

■少年会滋賀教区団

わかぎの集い
滋賀教区管内の中学生を対象とした「わ
かぎの集い」を下記の通り行います。
少年会員同士の親睦を深めると共に、少
年会員を卒業し、育成会員へと繋がるため
の一助となるようつとめさせて頂きますの
で、少年会員へのお声がけ、ご協力の程、
よろしくお願い申し上げます。

少年会滋賀教区団 団長 大北道久

記
・日 時 令和５年１月29日（日）

10時集合 15時解散予定
・場 所 天理教中野大教会
・対 象 中学生
・参加費 無料
・服 装 ハッピ、マスク着用
・内 容 ひのきしん（スポGOMI）

門出式
（中学三年生には卒業記念品贈呈）

オリエンテーション

布教所関係

▽布教所長変更

・舟木布教所［大原 西湖］
ふ な き

新所長 金丸 博

法人関係

▽宗教法人合併承認願

・湖東大教会［湖東 本部］

受理日 １２月 １０日


